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コンクリートライブラリー156 鉄筋定着・継手指針[2020 年版] 

正誤表 

 

2020.8.18 

2022.6.9 追加 

2024.1.31 追加 

2024.11.22 追加 

編 頁 行，図・表番号 誤 正 

Ⅰ共通編 20 表 3.4.1 

高サイクル繰返し
特性の行 

下記のとおり 下記のとおり 

Ⅰ共通編 34 解説表 3.6.1 

弾性域正負繰返し
試験の強度の行 

下記のとおり 下記のとおり 

Ⅰ共通編 37 （５）（iii） 細径側を鉄筋端部から 細径側を継手端部から 

Ⅱ機械式
定着編 

77 b)試験方法の 3 行目 1.0N/mm2（橋脚等）～3.0N/mm2

（地中構造物壁部材等） 

1.0N/mm2（地中構造物壁部材
等）～3.0N/mm2（橋脚等） 

Ⅳ溶接継
手編 

149 1 行目 継手 100 箇所程度を 1 ロットと
し 

継手 30 箇所程度を 1 ロットと
し 

Ⅴ機械式
継手編 

156 下から 7～6 行目 公的認定機関の認定を受けた検
査者として，日本鉄筋継手協会
が規定する鉄筋継手部検査技術
者，鉄筋継手管理技士，機械式継
手管理技士などが挙げられる． 

公的認定機関の認定を受けた検
査者として，日本鉄筋継手協会
が規定する鉄筋継手部検査技術
者，鉄筋継手管理技士，機械式継
手管理技士などが挙げられる． 

改訂資料 274 22 行目 標準フックと同等でない定着部
を有する部材の解析には相当の
技術を有すると思われる． 

標準フックと同等でない定着部
を有する部材の解析には相当の
技術を要すると思われる． 

 

 

表 3.4.1【誤】 

表 3.4.1 軸方向鉄筋と横方向鉄筋の定着体の特性 

定着体の特性 特性の条件 軸方向鉄筋 横方向鉄筋 評価の分類 記号 

強度および抜出し量 表 3.4.2に従う 〇 〇 あり A 

せん断補強特性 表 3.4.3に従う ‐ 〇 あり R 

高サイクル繰返し特性 試験値あるいは S-N 線図 〇 〇
*
 * ‐ 

高応力繰返し特性 表 3.4.4に従う 〇 〇 あり S 

じん性補強特性 表 3.4.5に従う ‐ 〇 あり T,T(L2) 

その他(特殊な使用条件) 上記以外の特性 〇 〇 ‐ ‐ 

*3.4.4 で確認された定着体の疲労強度が折曲げ部を有する鉄筋以上であることを確認する．標準フックの疲労強度は「2017年

制定コンクリート標準示方書［設計編：標準］」7編 3.4.3に従って算定するものとする． 
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表 3.4.1【正】 

表 3.4.1 軸方向鉄筋と横方向鉄筋の定着体の特性 

定着体の特性 特性の条件 軸方向鉄筋 横方向鉄筋 評価の分類 記号 

強度および抜出し量 表 3.4.2に従う 〇 〇 あり A 

せん断補強特性 表 3.4.3に従う ‐ 〇 あり R 

高サイクル繰返し特性
*
 試験値あるいは S-N 線図 〇 〇 ‐ ‐ 

高応力繰返し特性 表 3.4.4に従う 〇 〇 あり S 

じん性補強特性 表 3.4.5に従う ‐ 〇 あり T,T(L2) 

その他(特殊な使用条件) 上記以外の特性 〇 〇 ‐ ‐ 

*3.4.4 で確認された定着体の疲労強度が第Ⅱ編 3.2 および 3.3 に示す評価基準フックの疲労強度以上であることを確認する．

評価基準フックの疲労強度は「2017年制定コンクリート標準示方書［設計編：標準］」3編 3.4.3に従って算定するものとする． 

 

解説表 3.6.1【誤】 

解説 表 3.6.1 機械式継手単体の特性判定基準 

  SA 級 A 級 B 級 C 級 

一 方 向 

引張試験 

強 度 fj≧1.35fyn又は fun fj≧fyn 

剛 性 
E0.7fyn≧Es 

E0.95fyn≧0.9Es 

E0.7fyn≧0.9Es 

E0.95fyn≧0.7Es 

E0.5fyn≧0.9Es 

E0.95fyn≧0.5Es 

E0.5fyn≧0.9Es 

E0.7fyn≧0.5Es 

伸び能力 
εu≧20εy

※ 

かつ εu≧0.04 

εu≧10εy
※ 

かつ εu≧0.02 

εu≧5εy
※ 

かつ εu≧0.01 
－ 

すべり量 δs≦0.3mm δs≦0.3mm － － 

弾性域正負 

繰返し試験 

強 度 fj≧1.35fyn又は fun － 

剛 性 E20c≧0.85E1c E20c≧0.5E1c E20c≧0.25E1c － 

すべり量 δs(20c)≦0.3mm δs(20c)≦0.3mm － － 

塑性域正負 

繰返し試験 

強 度 fj≧1.35fyn又は fun － － 

すべり量 

εs(4c)≦0.5εy 

δs(4c)≦0.3mm 

εs(8c)≦1.5εy 

δs(8c)≦0.9mm 

εs(4c)≦εy 

δs(4c)≦0.6mm 
－ － 

 

解説表 3.6.1【正】 

解説 表 3.6.1 機械式継手単体の特性判定基準 

  SA 級 A 級 B 級 C 級 

一 方 向 

引張試験 

強 度 fj≧1.35fyn又は fun fj≧fyn 

剛 性 
E0.7fyn≧Es 

E0.95fyn≧0.9Es 

E0.7fyn≧0.9Es 

E0.95fyn≧0.7Es 

E0.5fyn≧0.9Es 

E0.95fyn≧0.5Es 

E0.5fyn≧0.9Es 

E0.7fyn≧0.5Es 

伸び能力 
εu≧20εy

※ 

かつ εu≧0.04 

εu≧10εy
※ 

かつ εu≧0.02 

εu≧5εy
※ 

かつ εu≧0.01 
－ 

すべり量 δs≦0.3mm δs≦0.3mm － － 

弾性域正負 

繰返し試験 

強 度 fj≧1.35fyn又は fun － 

剛 性 E20c≧0.85E1c E20c≧0.5E1c E20c≧0.25E1c － 

すべり量 δs(20c)≦0.3mm δs(20c)≦0.3mm － － 

塑性域正負 

繰返し試験 

強 度 fj≧1.35fyn又は fun － － 

すべり量 

εs(4c)≦0.5εy 

δs(4c)≦0.3mm 

εs(8c)≦1.5εy 

δs(8c)≦0.9mm 

εs(4c)≦εy 

δs(4c)≦0.6mm 
－ － 

 


